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新規情報および変更情報 
次の表は、最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリースまでの変更点や
新機能の一部は表に記載されていません。 

Cisco Nexus Dashboard Insightsの新機能と変更された動作 

特長 説明 リリース 参照先 

技術変更 「サイト」という言葉は
「ファブリック」に変更
されました。 

6.5.1 ドキュメント全体 

このドキュメントは、Nexus Dashboard Insights の GUI およびオンラインで www.cisco.com で入手で
きます。本書の最新バージョンに関しては、「Cisco Nexus Dashboard Insights」の「Documentation」
を参照してください。 

http://www.cisco.com/
https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-insights/series.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/data-center-analytics/nexus-insights/series.html
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通常、特定の長期リリースに対応した最新のメンテナンス リリースとパッチにアップグレードする
ことをお勧めします。そのリリース後に導入された機能が必要な場合、最新のリリースにアップグ
レードできます。 

ソフトウェア管理 
ソフトウェア管理 
アップグレードを実行する前に、複数の検証を実行する必要があります。同様に、アップグレードプロセ
ス後、複数のチェックを実行すると、アップグレード手順の変更と成功を判断するのに役立ちます。 

ソフトウェア管理機能は、推奨されるソフトウェア バージョンへのアップグレード パスを提案し、アッ
プグレードの潜在的な影響を判断します。また、アップグレード前後の検証チェックにも役立ちます。 

ソフトウェア管理機能には次のようなメリットがあります。 

• ネットワークの正常なアップグレードの準備と検証を支援します。 

• アップグレード前のチェックに関する可視性を提供します。 

• アップグレード後のチェックとアップグレード後のステータスに関する可視性を提供します。 

• 実稼働環境への影響を最小限に抑えます。 

• アップグレードプロセスが単一のステップであるか複数のステップであるかを可視化します。 

• 特定のファームウェアバージョンに該当するバグを表示します。 
 

注意事項と制約事項 

アップグレード後の分析を実行する前に、すべてのノードがアップグレード済みであることを確認してくだ
さい。 

ソフトウェア管理ジョブの表示 
1. [管理（Admin）] > [ファブリック ソフトウェア管理（Fabric Software Management）] に移動します。 
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この手順をスキップすることもできます。 

 

2. [時刻（Time）] セレクタを使用して、時間範囲を選択します。 

a. ソフトウェア管理ページでは、選択された時間範囲に基づきファブリックのジョブ ステータスを
表示します。 

b. フィルタバーを使用して、ステータス別にジョブをフィルタ処理します。 

c. [ジョブ ステータス（Job Status）] 円チャートでは、ステータスとともにジョブ数を表示します。 

d. [ジョブ（Jobs）] テーブルでは、ステータス、名前、ファブリック、ノード ターゲット ファーム
ウェア、デバイス、開始時間、終了時間などソフトウェア管理ジョブの情報を表示します。 

3. 歯車アイコンをクリックして、[ジョブ（Jobs）] テーブルの列を構成します。 

ソフトウェア管理の作成 

手順 

1. [管理（Manage）] > [ファブリック ソフトウェア管理（Fabric Software Management）] > [新しい
分析（New Analysis）] を選択します。 

2. 分析名を入力します。 

3. ファブリックを選択します。[次へ（Next）] をクリックします。 

4. ファームウェアを選択します。シスコ推奨リリースと最新のファームウェアリリースが表示されます。 
 

5. [ノードの選択 (Select Nodes)] をクリックします。 

a. ノードを選択します。更新が必要なノードのみ表示されます。分析ごとに一度に選択できるノード
は10個だけです。 

b. [追加（Add）] をクリックします。 

6. [ジョブの作成（Create Job）] をクリックします。ジョブは [ソフトウェア管理（Software 
Management ）] ダッシュボードに表示されます。 

7. [更新の詳細を表示（View Update Details）] をクリックして、ファームウェアまたはノードの更新前
の分析と更新後の分析を表示します。 
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分析の詳細 

• [全般（General）]：ここでは、分析ステータスの場合に表示されます 

• [ファームウェアの概要（Firmware summary）]：ここでは、ファブリック、ファブリック ファーム
ウェア、ファブリック ターゲット ファームウェア、選択されたノード、ノード ファームウェアおよ
びノード ターゲット ファームウェアが表示されます。 

• ファームウェアおよびノードのアップグレード パス。ファームウェアを選択した場合、ファームウェ
アとノードのアップグレードパスは個別に表示されます。 

 

概要 

ここでは、更新の概要、アップグレード パス、ノードのリストが表形式で表示されます。 
 

更新前の分析 

ここでは、ノード ステータス、検証結果、影響を受ける可能性のあるオブジェクト、アップグレード後に
予測されるクリア アラート、アップグレード後に当てはまる潜在的なリリース障害などの詳細を表示しま
す。ここでは、異常性とアドバイザリの予測も示しています。[検証結果（Validation Results）] エリアで
強調表示されている問題を修正したら、[分析を再実行（Rerun Analysis）]をクリックします。ドロップ
ダウン ボタンをクリックして、更新前の検証基準と、各基準で検出された問題を表示します。「NDFC の
事前検証基準」を参照してください。 
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アップグレード前の検証に変更が影響したか確認するため、再度 python スクリプトを実行
し、ファイルをアップロードしてから保証分析を再度実行することをお勧めします。 

 

更新後の分析 

ここでは、更新後の分析の詳細を表示します。更新後の概要には、アップグレードのステータスが表示され
ます。 

• [正常性の差分（Health Delta）] をクリックして、アップグレード前とアップグレード後の分析間の異
常の違いを表示します。 

• [運用の差分（Operational Delta）] をクリックして、アップグレード前とアップグレード後の分析間
の運用リソースの違いを表示します。 

• [分析を再実行（Rerun Analysis）] をクリックします。 

アクティブ バグと影響を受けやすいバグの表示 
すべてのファブリックでバグ スキャンが有効になっていることを確認してください。 

1. [管理（Admin）] > [ファブリック ソフトウェア管理（Fabric Software Management）] に移動します。 

2. [ソフトウェア管理ジョブ（Software Management Jobs）] テーブルで、分析をクリックします。 

[ファームウェアの概要（Firmware Summary）] エリアで、ノード ターゲット ファームウェアにカー
ソルを合わせ、[バグの表示（View Bugs）] をクリックして、そのファブリックのアクティブ バグと影
響を受けやすいバグを表示します。「バグスキャン」を参照してください。 

3. [アクション（Actions） ] ドロップダウン メニューから、[バグ スキャンの実行（Run Bug Scan）] を
クリックして、オンデマンドのバグ スキャンを実行します。 

NDFC の事前検証基準 
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事前検証基準 説明 リリース 

デバイスに接続できませんでした この検証では、すべてのデバイス
が接続されているかどうかを確認
します。 

6.0.1 

モジュールが ok/アクティブ/スタ
ンバイ状態かどうかを確認してく
ださい 

この検証では、すべてのモジュー
ルがオンラインかどうかを確認し
ます。 

6.0.1 

モジュールで例外ログメッセージ
が見つかりました 

この検証では、ユーザーが開始し
ていないリセットを確認します。 

6.0.1 

デバイスでコアファイルが見つか
りました 

この検証では、コアファイルを確
認します。 

6.0.1 

HAスタンバイのないアクティブな
スーパーバイザが見つかりました 

この検証では、デュアル スーパー
バイザ システムの冗長ステータス
を確認します。 

6.0.1 

1つ以上のポートチャネルメンバー
が稼働していません 

この検証では、すべてのポートチ
ャネルメンバーが稼働状態である
かどうかを確認します。 

6.0.1 

ユーザーが開始していないシステ
ムリセットが見つかりました 

この検証では、システムリセット
がユーザーが開始した以外の理由
によるものであるかどうかを確認
します。 

6.0.1 

ユーザーが開始していないモジュ
ールリセットが見つかりました 

この検証では、モジュールリセッ
トがユーザーが開始した以外の理
由によるものかどうかを確認しま
す。 

6.0.1 

正常な状態ではなく、バックアッ
プ電源のないモジュールが見つか
りました 

この検証では、すべてのモジュー
ルが正常な状態であり、バックア
ップ電源が存在するかどうかを確
認します。 

6.0.1 

FAILURE/ABORT/INCOMPLETE/ 
が見つかりました 
モジュールの ErrorDisabled 

この FAILURE/ABORT/ 
INCOMPLETE/ の検証チェック 
いずれかのモジュールで 
ErrorDisabled になっています。 

6.0.1 

検出されたvPCステータスが稼働
状態ではありません 

この検証では、vPCステータスが
稼働状態であるかどうかを確認し
ます。 

6.0.1 

検出されたvPCスティッキビット
がfalseです 

この検証では、vPCスティッキビ
ットがfalseであるかどうかを確認
します。 

6.0.1 

検出されたvPCロールがセカンダ
リではありません 

この検証では、vPCロールがセカ
ンダリであるかどうかを確認しま
す。 

6.0.1 
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事前検証基準 説明 リリース 

検出されたOSPがFULL FULL/DR
状態です 

この検証では、OSPFインターフェ
イスとプロセスの稼働時間の安定
性を確認します(12時間) 。 

6.0.1 

検出されたBGPセッションが稼働
状態ではありません 

この検証では、BGPネイバーの
稼働時間の安定性を確認します
(12時間)。 

6.0.1 

検出されたHSRP MGOの状態がア
クティブ/スタンバイではありませ
ん 

この検証では、HSRP MGOの状態
がアクティブ/スタンバイであるか
どうかを確認します。 

6.0.1 

検出されたARPが不完全な状態で
す 

この検証では、ARPが不完全な状
態にあるかどうかを確認します。 

6.0.1 

続行するのに十分な空き容量があ
りません 

この検証では、ブートフラッシュ
の空き領域がしきい値の5GBを超
えているかどうかを確認します。 

6.0.1 

使用率が85%を超えるファイルシ
ステムが見つかりました 

この検証では、すべてのファイル
システムの使用率が85%以下であ
るかどうかを確認します。 

6.0.1 

検出されたコンソールレジスタビ
ットがRTS、DTR、またはDSRで
はありません 

この検証では、コンソールレジス
タビットがRTS、DTR、または
DSRであるかどうかを確認しま
す。 

6.0.1 

重大度1、2、または3のメッセー
ジが見つかりました 

この検証では、重大度1、2、また
は3のメッセージを確認します。 

6.0.1 

ISSUの影響チェックが破壊的でし
た 

この検証では、ISSUが破壊的か非
破壊的かを確認します。 

6.0.1 

すべてのスパインが同じアップ
グレードグループで選択されて
いるか、一部のノードで使用可
能な冗長スパインがありません 

この検証では、トラフィックの損
失を避けるために、スパインノー
ドが少なくとも2つの個別のグルー
プでアップグレードされているか
どうかを確認します。 

6.0.2 

エンドポイントネットワークの冗
長性 

この検証では、ノードの再起動中
のトラフィック損失を回避するた
めに、ノードに非冗長接続エンド
ポイントがあるかどうかを確認し
ます。 

6.0.2 
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